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健康福祉

　

新
市
の
市
長
と
し
て
４
年
目
を
迎
え
ま

す
。
今
年
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き

に
誇
り
に
思
え
る
故
郷
を
、
活
力
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
築
く
た
め
、
粉
骨
砕
身

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
経
営
に
つ
い
て

　
―
コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率
的
な
行
政
経
営
を
―

　

世
界
的
な
景
気
後
退
や
全
国
的
な
少
子

高
齢
化
の
中
で
、
今
後
い
か
に
し
て
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
情
勢
を
見
据
え
、
本
市
で

は
、
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
市
の
将
来

像
「
あ
な
た
が
活い

か
す
、
み
ん
な
で
育
む
、

安
全
と
安
心
の
ま
ち 

本
庄 

〜
世
の
た
め
、

後の
ち

の
た
め
〜
」
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行

財
政
改
革
、
選
択
と
集
中
を
徹
底
し
、
市

民
の
み
な
さ
ん
、
議
会
、
行
政
の
三
者
で

危
機
意
識
を
共
有
し
、「
何
を
為な

し
、
何

を
為
さ
ぬ
か
」「
如い

か何
に
為
す
か
」
を
念

頭
に
置
き
、
事
業
遂
行
に
当
た
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
①
「
子
育
て
・
教
育
環
境
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
②
「
市
民
と
の

協
働
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
③
「
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
④
「
活
力
を
高

め
る
ま
ち
づ
く
り
」
⑤
「
全
国
に
知
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
５
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

予
算
編
成
に
つ
い
て

　

―
限
ら
れ
た
予
算
で
、
最
大
限
の
効
果
を
―

　

平
成
21
年
度
予
算
案
の
規
模
は
、
一

般
・
特
別
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
、
４

３
５
億
７
、
１
１
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
額
と
比
較
し
ま

す
と
、
０
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

と
、
平
成
19
年
度
決
算
で
は
、
財
政
調
整

基
金
を
約
４
億
６
、
０
０
０
万
円
取
り
崩

す
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
新
年
度
に
お
い
て
も
、
市
税
等

の
減
収
や
扶
助
費
等
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増
す
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
各

施
策
の
意
義
・
目
的
・
効
果
等
を
念
頭
に

置
き
、
柔
軟
な
発
想
で
、
既
存
事
業
の
大

胆
な
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
年
度
予
算
は
、
先
述
の
５
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
基
づ
き
、
財
政
の
健
全
性
の
確

保
に
留
意
し
編
成
し
ま
し
た
。

主
な
施
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

―
選
択
と
集
中
の
徹
底
を
―

　
　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

　
　
　
　

健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
強
い
要
望
で
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
前
提
と
い
え
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
昨
年
度
に
設
計
委

託
を
終
え
た
新
千
代
田
保
育
所
を
整
備
し
、

通
常
保
育
の
ほ
か
一
時
保
育
な
ど
に
も
力

を
入
れ
ま
す
。
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
小
学
校
就
学

前
ま
で
で
し
た
が
、
中
学
校
就
学
前
ま
で

に
対
象
を
広
げ
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
と
し
て
、
妊
婦
に
対
す

る
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を
５
回
か
ら
14

回
に
拡
大
し
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
の
分
野
で
は
、
児
玉
郡
市

に
在
住
す
る
障
害
者
の
就
労
支
援
を
図
る

た
め
、
郡
内
３
町
と
協
力
し
て
、
今
年
度

か
ら
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
開
始
し
ま
す
。

吉田市長は、２月26日に開会した平成21年市議会第１回定例会において、新年度の市政運営の
基本的な考え方と主な施策を説明しました。孫子の代まで引き継げる「持続可能なまちづくり」
に向けて、職員一丸となって行財政の改革に取り組むと抱負を述べました。（以下要旨）

厳しい経済状況の中

おいて 新年度の市政運営の

の実現を目指して

吉田 信解 市長
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経済環境

行財政経営

都市基盤

教育文化

市民生活
　
　

市
民
と
行
政
が
連
携
し
、

　
　
　
　
　

と
も
に
地
域
を
支
え
る
ま
ち

　

市
民
同
士
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
自

治
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
を
目
指
し
て
、

昨
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
「
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、
男
女
共
同
参
画
を

推
進
し
ま
す
。

　

危
機
管
理
体
制
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
地
震
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布
し
、
防
災

意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内

を
会
場
に
、
埼
玉
県
と
本
庄
市
の
共
催
に

よ
る
「
第
30
回
八
都
県
市
合
同
防
災
訓

練
」
を
開
催
し
、
万
一
の
災
害
時
に
備
え

ま
す
。

　
　

明
日
を
拓ひ

ら
く
人
を
育
み
、

　
　
　
　
　

魅
力
あ
る
文
化
が
育
つ
ま
ち

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
人
づ
く
り
か
ら
始
ま

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
教
育
や

文
化
の
振
興
は
大
変
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
引
き
続

き
市
内
小
中
学
校
の
校
舎
等
の
改
築
・
耐

震
補
強
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
内
小
中
学
校
の
普
通
教
室
及
び
特

別
支
援
教
室
に
扇
風
機
を
設
置
し
、
良
好

な
教
育
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
分
野
で
は
、
私
の
公
約
で

も
あ
り
ま
し
た
移
動
図
書
館
車
を
導
入
し

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
や
社
会
人
な
ど
幅

広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
促
進
す
る
た
め
に
、

今
年
度
は
市
民
体
育
祭
を
復
活
さ
せ
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
や
地

域
交
流
の
活
発
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

地
域
の
価
値
を
高
め
、

　
　
　
　
　

活
発
な
産
業
活
動
が
広
が
る
ま
ち

　

活
力
あ
る
本
庄
市
を
築
く
た
め
に
は
、

内
外
の
力
を
結
集
し
、
地
域
資
源
を
有
効

に
保
全
・
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

農
林
業
の
振
興
で
は
、
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド
作
物
の
開
発
や
、
牛
の
放
牧
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
解
消
な
ど
特
色
あ
る
試
み
に

よ
り
、
全
国
に
知
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
定
額
給
付
金
の

給
付
に
合
わ
せ
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地

域
産
業
振
興
券
「
本
庄
元
気
チ
ケ
ッ
ト
」

を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の

空
き
店
舗
を
利
用
す
る
事
業
者
や
、
市
内

中
小
企
業
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
い
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　
　

自
然
と
人
に
優
し
く
、

　
　
　
　
　

多
彩
な
交
流
が
生
ま
れ
る
ま
ち

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
便
利
で
快
適
な
生

活
を
送
り
、
人
が
集
ま
る
賑に

ぎ

わ
い
の
あ
る

ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
計
画
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

　

市
街
地
整
備
と
し
て
、
本
庄
早
稲
田
駅

周
辺
区
画
整
理
事
業
を
速
や
か
に
推
進
し
、

市
の
新
た
な
顔
と
し
て
、
自
然
と
調
和
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

国
道
17
号
本
庄
道
路
の
早
期
着
手
に
向
け
、

関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

上
水
道
の
整
備
で
は
、
今
年
度
よ
り
本

庄
、
児
玉
両
地
域
の
水
道
事
業
を
統
合
し
、

統
一
料
金
を
開
始
し
ま
す
。
下
水
道
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
年
度
よ
り
料
金

改
定
を
行
う
ほ
か
、
児
玉
地
域
の
一
部
で

公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
　

満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　

効
率
的
に
提
供
す
る
ま
ち

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
行
き
届
い
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
こ
と
は
行
政
の
使
命
だ
と
考
え
ま
す
。

　

行
政
へ
の
市
民
参
加
を
促
す
た
め
に
、

「
市
長
へ
の
手
紙
」
や
「
市
長
と
の
対
話

集
会
」
な
ど
を
継
続
実
施
し
、
市
民
の
声

を
市
政
に
活
か
し
ま
す
。
ま
た
、
行
政
の

透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
情
報
公
開
制
度

を
活
用
し
ま
す
。

　

財
政
の
自
主
性
・
自
立
性
を
高
め
る
た

め
に
、
今
年
度
も
引
き
続
き
市
債
の
元
金

償
還
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
自
主
財
源

の
確
保
や
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
、
計
画
的

な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

平成21年度施政方針
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